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の
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明
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の
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論

結

論

-27-
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1 

序

論

加
速
度

KFRo-o円相界一
oロ
と
い
う
タ
I
ム
が
、
は
じ
め
て
明
示
的
に
そ
の
ひ
と
つ
の
定
式
化
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
、

I
・M
-
P
7
1
ク
の
一
九
一
七
年
の
九
州
?
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
の
こ
の
小
論
が
議
論
の
対
象
と
す
る
「
加
速
度
原
理
」

2r、そ

れ
よ
り
や
や
早
く
、
二
十
世
紀
に
入
る
と
直
ち
に
、
景
気
変
動
論
の
中
に
そ
の
最
初
の
問
題
領
域
を
設
定
す
る
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
吉
田
守

関

3
5曲
目
自
の
景
気
変
動
論
の
多
く
は
、
そ
の
モ
デ
ル
構
築
に
あ
た
っ
て
主
要
な
分
析
用
具
と
し
て
、
乗
数
理
論
と
之
も
に
加
速
度
原
理

乙
の
よ
う
に
し
て
「
加
速
度
原
理
」
は
、
乙
の
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
景
気
変
動
論
と
い
ろ
い
ろ
な
形
で
接
触
し
、

を
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
い
く
た
び
か
そ
の
問
題
領
域
を
変
容
し
て
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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加
速
度
原
理
と
景
気
変
動
諭

柴
田

こ
こ
で
、
乙
れ
か
ら
の
議
論
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ま
ず
最
初
に
、
「
加
速
度
原
班
」
が
経
験
し
た
い
く
つ
か
の

変
質
過
根
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
領
域
の
接
関
に
し
た
が
っ
て
追
跡
し
、
こ
の
理
論
的
な
整
理
の
中
か
ら
、
景
気
変
動
論
に
対
し
て
持
っ
て

い
た
そ
の
本
来
の
問
題
性
を
機
認
す
る
乙
と
に
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の
課
題
は
、
匂
司
0
・同

ag岳
吉
の
景
気
変
動
論
と
吉
田
仲
肉

agm-s

の
そ
れ
と
の
比
較
と
い
う
研
究
史
的
反
省
を
背
景
に
し
て
、
現
代
の
経
済
変
動
論
の
新
し
い
展
開
に
対
し
て
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
「
加
速

度
原
理
」
の
イ
シ
プ
リ
ケ
l
v
ヨ
ン
を
さ
ぐ
る
乙
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
加
速
度
原
理
」
の
学
説
史
的
登
場
を
、
と
り
わ
け
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
二
十
世
紀
の
歴
史
的
問
題
と

関
連
づ
け
て
取
扱
う
べ
き
で
な
い
乙
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
附
言
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
し
か
に
「
加
速
度
原
理
」
は
、
概
括
的
に
い
え
ば
、

固
定
資
本
投
資
の
経
済
効
果
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
推
論
を
進
め
て
い
る
。
が
し
か
し
、
工
場
制
生
産
に
お
け
忍
耐

久
的
な
資
本
設
備
の
使
用
は
、
あ
く
ま
で
も
資
本
主
義
経
済
の
一
般
的
特
徴
と
し
て
問
題
に
す
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
研
究
史
的
反
省
の
た
め
に
若
干
の
展
望
を
試
み
て
お
く
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
ケ
イ
ン
ズ
革
命
」
が
経
済
変
動
論
の
現
代
的
展

- 28-

聞
に
対
し
て
も
た
-
り
し
た
貢
献
の
ひ
と
つ
を
、
循
環
的
な
景
気
変
動
と
は
別
の
、
趨
勢
的
な
経
済
成
長
の
理
論
分
野
の
提
起
と
い
う
点
に

求
め
る
乙
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
一
二
十
年
代
の
世
界
的
大
不
況
は
、
例
え
ば
F
・A
・
ハ
イ
エ
ク
が
、
循
環
的
恐
慌
を
説
明
す
る

方
法
は
「
畏
期
の
慢
性
的
不
況
」
に
対
し
て
は
全
く
無
力
で
あ
る
と
、
そ
の
分
析
の
限
界
を
自
覚
し
て
い
る
よ
う
に
、
胃
ma

開。ョ
g
r
s

の
景
気
変
動
論
に
と
っ
て
は
た
し
か
に
問
題
の
範
囲
を
超
え
て
い
た
。

ζ

う
し
て
、
資
本
主
義
経
済
の
構
造
的
変
質
に
対
す
る
新
し
い
賂

史
的
認
識
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

J
・
M
・
ケ
イ
ン
ズ
の
『
一
般
理
論
』
に
お
い
て
経
済
沈
滞
を
説
明
す
る
と
考
え
ら
れ

る
流
動
性
選
好
の
理
論
は
、
独
占
資
本
の
寡
占
的
な
金
融
結
合
を
そ
の
背
景
に
考
慮
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
く
そ
の
時
代
的
意
味

を
理
解
す
る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
さ
ら
に
、
成
長
経
済
学
の
発
展
に
概
め
て
大
き
な
貢
献
を
残
し
た
R
-
F
・
ハ
ロ
ッ
ド
と

B
・
D
-
ド
マ

I
ル
と
が
、
と
も
に
経
済
成
長
へ
の
関
心
を
長
期
沈
滞
な
い
し
は
慢
性
的
失
業
の
問
題
か
ら
出
発
さ
せ
て
い
る
の
は
、

乙



的
成
長
」
と
を
対
比
的
に
取
扱
う
見
方
も
、

の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
後
、
例
え
ば
A
・
ス
ミ
ν
l
ズ
の
よ
う
に
、
乙
の
一
一
一
十
年
代
の
世
界
的
大
不
況
と
戦
後
の
「
継
続

ご
く
最
近
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
経
済
成
熟
の
妖
怪
」
が
果
し
て
経
済
不
況
の
心
理

た
だ
、
「
ケ
イ
シ
ズ
革
命
」
の
現
代
経
済
変
動
論
に
対
す
る
遺
産
が
、

と
こ
で
は
問
わ
な
い
。

一
資
本
主
義

的
産
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

経
済
の
現
実
の
姿
を
景
気
循
環
と
経
済
成
長
と
の
統
一
的
変
動
の
中
に
求
め
る
と
い
う
研
究
意
識
の
定
着
で
あ
っ
た
乙
と
を
記
憶
す
れ

ば
、
そ
れ
で
充
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
分
析
視
角
の
拡
充
に
よ
っ
て
、
周
期
的
な
景
気
循
環
に
そ
の
分
析
を
限
る

切

g'閉宏司ロ
g
Eロ
の
景
気
変
動
論
が
残
し
た
課
題
の
い
く
つ
か
の
解
決
が
、
期
待
さ
れ
る
か
ら
-
で
あ
る
勺

と
も
あ
れ
、
乙
乙
で
の
議
論
の
対
象
は
、
「
加
速
度
原
理
」
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
景
気
変
動
論
の
学
説
史
的
な
整
理
を
進
め
る
と

き
、
多
く
の
経
済
学
者
に
よ
っ
て
、

G
-
ハ
1
・ハ

-
7
1
の
『
景
気
不
景
気
協
同
が
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
い
る
。

「
加
速
度
原
現
」

の
理

「
加
速
度
原
理
を
発
展
せ
し
め
た
も
の
は
、
次
の
著
述
家
達
で
あ
る
。

1
l
t
ア
フ
タ
リ
オ
シ
、

ピ
ッ
カ
l
ダ
イ
夕
、
プ
ヲ
ニ
ァ

ν
ァ
ン
、

日

yq&
 

論
的
展
開
に
関
す
る
そ
の
ふ
た
つ
の
言
及
は
、

と
も
に
極
め
て
簡
単
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
次
に
そ
の
ひ
と
つ
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

カ
ァ
パ

l

マ
ル
コ
・
フ
ァ
ン
ノ
で
あ
る
。
近
年
に
な
っ
て
、
そ
れ
は

I
・
M
-
ク
ラ
l
ク、

ν
モ
ン
・
ク
ヅ
ネ
ッ
ッ
、

A
・
c
-
ピ
グ

ハ
ロ
ッ
ド
に
よ
っ
て
最
も
完
全
に
説
明
さ
れ
た
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
、

(ng豆
宮
古
弓
宮
宮
司
)
と
し
て
循
環
の
説
明
に
結
合
し
た
ぷ
》

ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
及
び

ν
ュ
ピ
l
ト
ホ
フ
は

そ
れ
を
補
給
的
要
悶

こ
の
よ
う
な
「
加
速
度
原
理
」
の
系
譜
づ
け
に
対
す
る
ハ

1
パ
ラ
l
の
具
体
的
な
説
明
は
、
全
く
展
開
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
た
だ
、
ハ

1
パ
ラ
ー
が
「
加
速
度
原
理
」
を
「
派
生
的
需
要
の
原
則
」
と
等
遺
し
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
容
易
に
推
置
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
議
論
の
行
程
で
明
ら
か
に
な
る
が
、
ア
フ
タ
リ
買
シ
以
下
の
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
ま
さ
に
そ
れ
自
体

の
問
題
領
域
を
も
っ
て
い
る
Q

そ
し
て
、

し
か
も
、

の
グ
ル
ー
プ
と
し
、

ハ
ロ
ッ
ド
ま
で
と

ν
ユ
ビ
ー
ト
ホ
ブ
ま
で
の
区
分
を
残
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
に
包
括
し
て
第
二

さ
ら
に
宮
え

smaロゆ曲目凶ロ
ω崇
気
変
動
-
論
に
お
け
る
加
速
度
原
理
を
第
三
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、

考
察
を
加
え
な

経
済
学
研
究
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加
速
度
原
理
と
景
気
変
動
論

柴
田

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
、

ハ
1
パ
ラ
l
の
残
し
た
「
加
速
度
原
理
」
に
対
す
る
衛
単
な
整
理
か
ら
、
研
究
の
端
緒
と
い
く
つ
か

の
暗
示
を
受
取
っ
た
と
は
い
え
、

こ
れ
か
ら
の
推
論
は
、

ハ
1
パ
ラ
ー
か
ら
全
く
離
れ
て
進
め
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

‘‘，， 
4

・・
・(
 
ι
『・冨

-
g
g司
Wu--回白岡
E
S国
〉
白
白
血

-SF仲
間
。
ロ
自
己
答
申

Fpd『
。
同
匂
曲
目
白
白
色

H
h
v
d『曲目町回目白色

p
a。司

O同
国
白

O目
。
富
山
由
。
旬
。

-a・w.e『由国
sdRHN

A『
、
白
書

e
a
N
E
s
g
q・
属

p
g
v
S戸
。

o
F
g
a
s
N
W面
白
色
吉
宮
宮
宮
包
言
包
♀
自
営
同

JFS
宗
門
b
E
S
L
g。・

3
・回目白

1
8・

こ
の
論
文
で
は
、
「
加
速
度
原
理
」
を
色
っ
て
、
三
つ
の
問
題
領
域
を
も
っ
加
速
度
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
総
称
す
る
ζ

と
に
し
た
。
だ
か
ら
、
厳

密
に
は
、
〉
白
白
色
由
一

g
a
s
-
E
o
g
と
い
う
方
が
適
切
で
あ
る
。

ク
ラ
イ
ン
が
、
「
ケ
イ
ン
ズ
革
命
」
の
本
質
を
、
「
所
得
決
定
の
貯
蓄

1
投
資
理
論
」
と
規
定
し
た
の
は
そ
の
分
析
方
法
に
つ
い
て
の
評
価
で
あ
る
。
。
同
・
戸
-

F
E
a
f
J
Z
O『
E

a
回

p
a
g
U曲
g
g晶
富
島
凶

g同
L
a
g
s
p
w
w
~
S
3
a
h
A可、宮内定
S
N
-
F
S
E議
事
〉
同

M
F
H
E
4・
り
ま
0・u
g由

民
さ
ま
助
曾
旨
切
さ
岳
町
民

HewF204司凶円。『
F
S呉
・
篠
原
三
代
平
・
宮
沢
健
一
訳
、
『
ケ
イ
ン
ズ
革
命
円
一
九
五
二
年
。

岡市・

kv・
出
品
島
町
、
ま
食
品
童
文
胸
、
芸
品
一
言

ggs・
4『
E
P
S
M
H・
豊
崎
稔
訳
、
『
価
格
と
生
産
』
、
一
九
三
九
年
。
第
四
章
、
結
論
。
こ
う
し
た
表
明
に

続
い
て
、
ハ
イ
エ
ク
が
不
況
に
対
す
る
貨
幣
政
策
の
限
界
を
指
摘
し
、
財
政
々
策
の
有
効
性
を
強
調
し
て
い
る
点
は
、
興
味
を
ひ
く
。

旬
・
冨

-
F
3
a
u
凶
J宮
内
川
色
遣
苛

S
N
3
8喜
久
同
時
事
一
亘
書
喜
三
同
喜

S
H
-
g
a
R
S
S
-
F
o邑
o
p
S
8・唱・

5・
塩
野
谷
九
十
九
訳
、
『
雇

傭
、
利
子
及
び
貨
幣
の
一
般
理
論
』
第
四
版
、
一
九
五

O
年
、
ご

O
六
頁
。
、

ハ
ロ
ヲ
ド
は
、
「
慢
性
的
不
況
」
の
再
来
を
意
識
し
、
(
同
・
『
・
寝
耳
色
町
一

S
E竜
丸
町

aNV堤
富
誌
注
目
慰
霊

g
S
F
g
a
g
-
H
E∞
・
署
-
:
目
・

高
橋
長
太
郎
・
鈴
木
諒
一
訳
、
『
動
態
経
済
学
序
説
』
、
一
九
五
三
年
、
原
著
者
序
J
ま
た
、
ド
マ

l
ル
は
、
「
成
長
へ
の
現
在
の
関
心
」
の
理
由
と
し
て
、

成
長
の
な
い
完
全
雇
用
は
不
可
飽
で
あ
る
と
い
う
認
識
と
、
国
際
的
紛
争
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ハ
胆

U
-
U
O
B
F
2
.
4
v
g司
gzmHhFE巴
『

a
m
a

回

g
g
g宮

C
8
4司
S
H
怪
回
国

g
g富山
OKFMM官
S
O
F
A由
遺
骨
司
法

a諸
国

同

S
さ
8
4古
河

s
e
s
冨
a
S
F
M
M・
怠
己

b
-
陸回目

SMau--回
g
g
g
g
E
g
a
g巴
S

S
晶
の

g
d『
S
・3

凶
白
書

-
s
a『品目
a
L
S・
思

mNMM喝・

HI印叶・

ζ

れ
は
、
ハ
ン
セ
ン
の
長
期
訪
滞
理
論
を
批
判
し
た
タ
ボ
ア
の
著
書
の
周
知
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
。
崎

-c・
4
2
Z品
開
岡
山
富
島
切
喜
恒
常
《
同

8
5
s
e

』

haHS『
食
匂
・
。
町
田

nmwm0・
H申
AFm-

景
気
変
動
論
に
お
い
て
、
単
に
景
気
循
環
に
の
み
か
か
わ
る
も
の
は
、
不
毛
で
あ
る
こ
と
を
、
例
え
ば
ハ
ン
セ
ン
も
指
摘
し
て
い
る
。
伊
国
-
同
世
田
曲
面
S
U

与
の
邑
忌
芯
同
門
会
g
p
Z由
喝
吋
O
持・

5
呂

-
v
g
v
大
石
泰
彦
訳
、
『
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
入
門
同
一
九
五
六
年
、
七
三
真
。

の
-
E
Z号
三
字
。
§
ミ
常
時

a
a
匂
会
宜
、

-
S
S
H
h
F
3
8『
幅
広
自
己
宮
巴
富
山
田
乱
。
河
由
民
主
回
。

4
8
2
F
の
8
0
4
P
2
2
5司
F
Z
Z晶・

邑

S
-
ω
a
a・
昌
宏
・
桑
原
理
田
訳
、
『
景
気
不
景
気
論
同
一
九
四
九
年
。
(
第
三
版
は
改
訂
増
補
版
で
あ
り
、
桑
.
鳳
訳
も
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る

J

30 --
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凶

同
広
島

-UMM・
弓
・
桑
原
訳
、
一
一
七
賞
。
な
お
、
明
ら
か
に
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
な
の
で
、
引
用
の
さ
い
訂
正
し
た
が
、
桑
原
訳
で
は
、

チ
エ
ル
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
い
る
。

乙
の
点
は
、
い
ま
ひ
と
つ
の
引
用
を
み
る
だ
け
で
、
極
め
て
明
白
で
あ
る
。

「
乙
の
所
調
『
派
生
的
需
要
及
び
倍
加
』
の
原
則
は
、
ア
フ
タ
リ
オ
ン
、
ピ
ッ
カ
ダ
イ
ク
、
カ
ア
パ

l
、
及
ぴ
ピ
グ
ー
に
依
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
近
年
、

J
-
M
・
ク
ラ
l
ク
及
び

R
-
F
・
ハ
ロ
ず
ド
は
、
景
気
循
環
に
関
す
る
説
明
の
う
ち
で
、
こ
の
点
を
大
い
に
強
調
し
て
い
る
。

E
V
チ
エ
ル
、
ロ
パ

ー
ト
ソ
ン
及
び
シ
ユ
ピ

1
ト
ホ
フ
は
、
こ
れ
を
循
環
運
動
を
激
佑
せ
し
め
る
一
要
因
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
。
」

Q
E
P
U
M
M・
ωド
桑
原
訳
、
四
三
頁
J

ハ
ロ
ッ
ヤ
を
ミ
ッ

UZ} 

2 

景
気
の
転
換
点
の
解
明

最
初
に
考
察
を
加
え
る
対
象
は
、
「
加
速
度
原
理
」
の
第
一
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
T
-
N
・
カ

1
パ
l
、
L
-
F
・
ピ
ッ
カ

1
ダ

イ
夕
、

A
・
ア
ア
タ
リ
ヨ
シ
、

M
・
プ
ヲ
ニ
ァ

ν
ァ
ン
の
諸
理
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
実
の
景
気
変
動
の
循
環
過
程
を
分
析
す
る
と
き

誰
で
も
、
投
資
財
生
産
が
そ
の
価
格
に
お
い
て
も
産
出
量
な
い
し
は
雇
用
量
に
お
い
て
も
、
消
費
財
の
そ
れ
よ
り
激
し
く
変
動
す
る
と
い

う
極
め
て
顕
著
な
事
実
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
「
加
速
度
原
理
」
は
、
こ
の
よ
う
な
景
気
変
動
に
お
け
る
経
験
的
事

--31 -

な
に
よ
り
も
ま
ず

実
に
対
す
る
原
因
の
究
明
に
、

そ
の
議
論
の
出
発
点
を
お
い
て
い
る
。

T
-
N
・
ヵ
l
パ
ー
が
そ
の
一
九

O
一
二
年
の
極
め
て
短
か
い
論
が
ん
に
お
い
て
注
目
し
て
い
る
の
は
、
投
資
財
の
価
格
変
動
で
あ
る
。
そ

し
て
「
産
業
の
不
況
」
の
解
明
は
、
貨
幣
市
場
や
信
用
組
織
の
条
件
に
対
す
る
検
討
で
は
な
く
て
、
投
資
財
の
変
動
に
対
す
る
分
析
か
ら

消
費
財
の
価
格
騰
貴
に
よ
る
利
潤
の
増
加
が
投
資
財
価
格
の
激
し
い
騰
貴
を
慈
起
す
る
事
情
を
、

得
ら
れ
る
と
と
を
強
調
し
、

「
価
値
の
法
則
」
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
し
か
し
、
「
価
値
の
法
則
」
は
、
好
景
気
の
局
面
を
特
徴
づ
け
る
過
剰
投
資
傾
向
を
、

価
格
の
騰
貴
を
誘
因
と
し
て
論
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
好
景
気
の
「
産
業
的
不
況
」
へ
の
転
換
を
解
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
ず
、

投
資
財

そ
れ
だ
か
ら
、

乙
乙
で

好
景
気
の
進
行
を
支
え
る
価
格
騰
貴
の
累
積
的
過
程
応
対
す
る
制
約
は
、
「
生
産
財
の
新
し
い
ス
ト
ッ
ク
が
、

経
済
学
研
究

四



加
速
度
原
理
と
景
気
変
動
論

柴
田

消
費
財
の
増
加
し
た
流
れ
を
市
場
に
流
出
し
初
め
る
ま
で
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
カ
l
パ

1
の
断
定
が
、

「
加
速
度
原
理
」
を
景
気
の
転
換
点
の
解
明
に
か
か
わ
ら
し
め
て
問
題
に
し
て
い
る
点
こ
そ
が
、

極
め
て
重
要
な
意
味
を
も

-っ。

ま
さ
に
記
憶
に
価
す
る
の
で
あ

る

「
耐
久
財
の
生
産
に
お
い
て
独
立
に
生
起
し
た
変
動

の
な
か
に
、
貨
幣
的
撹
乱
や
一
般
的
動
揺
を
生
み
出
す
主
要
な
原
因
の
ひ
と
つ
を
発
見
す
れ
一
v

と
い
う
分
析
視
角
を
設
定
す
る
。
そ
し

て
、
財
の
「
耐
久
性
」
が
景
気
変
動
に
対
し
て
作
用
す
る
経
済
的
効
果
を
、
需
要
と
供
給
の
ニ
つ
の
観
点
か
ら
追
求
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
、

耐
久
財
に
対
す
る
投
資
需
要
の
作
用
様
式
の
特
徴
は
、
例
え
ば
船
舶
建
造
の
場
合
の
よ
う
に
、
造
船
機
械
・
圧
延
板
な
ど
生
産
に
直
後
必

要
な
資
材
か
ら
、
さ
ら
に
そ
の
影
響
が
鉄
鋼
業
な
ど
の
原
料
部
門
や
工
業
技
術
部
門
へ
と
、
そ
の
投
資
需
要
が
加
速
度
的
に
波
及
し
て
ゆ

く
点
に
あ
る
。
ま
た
、
耐
久
資
本
財
が
生
産
物
を
供
給
す
る
面
に
つ
い
て
は
、
「
耐
久
財
は
蓄
積
さ
れ
、

次
に
、

L
-
F
・
ピ
ッ
カ
l
ダ
イ
ク
は

雇
用
量
の
周
期
的
変
動
を
取
り
上
げ
、

ス
ト
ッ
ク
と
し
て
存
在
す
る
の

で
、
一
部
は
ス
ト
ッ
ク
の
維
持
の
た
め
に
、
そ
し
て
一
部
は
そ
れ
に
対
す
る
附
加
分
の
た
め
に
、
一
定
期
間
そ
の
生
産
を
続
け
る
」
点
に
、

そ
の
経
済
的
機
能
の
特
徴
を
認
め
て
い
る
。
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ピ
ッ
カ
I
ダ
イ
ク
が
乙
乙
で
問
題
に
し
て
い
る
財
の
「
耐
久
性
」
と
は
、
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
あ
き
ら
か
に
樹
定
資

本
設
備
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
投
資
財
の
一
般
的
性
格
を
意
味
す
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
ピ
ッ
カ
l
ダ
イ
ク
が
整
理
し

た
の
は
、
投
資
財
需
要
の
波
及
性
と
そ
の
供
給
能
力
の
持
続
性
と
い
う
、
消
費
財
と
は
根
本
的
に
異
な
る
、
投
資
財
の
ふ
た
つ
の
経
済
的

効
果
で
あ
る
@
た
し
か
に
、
投
資
財
は
そ
の
第
一
の
効
果
に
お
い
て
投
資
需
要
を
加
速
度
的
に
拡
大
し
、
逆
に
第
二
の
効
果
に
よ
っ
て
産

出
物
の
持
続
的
供
給
を
も
た
ら
す
。
だ
か
ら
‘
も
し
も
そ
の
産
出
物
に
対
す
る
需
要
の
増
加
が
緩
慢
化
す
る
な
ら
ば
、
投
資
財
の
絶
対
的

と
乙
ろ
で
、

過
剰
を
さ
え
惹
起
す
る
乙
と
が
容
易
に
予
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
固
定
資
本
投
資
の
運
動
様
式
の
因
果
的
特
性
を
、
景
気
の

A
・
ア
ア
タ
リ
ヨ
シ
と
M
・
プ
ヲ
ニ
ァ

νア
ジ
の
景
気
理
論
で
あ
る
。

転
換
点
の
解
明
に
結
び
つ
け
て
議
論
を
展
開
し
た
の
が
、



ア
ア
タ
リ
ヨ
シ
の
景
気
変
動
静
が
理
論
構
造
を
集
約
的
に
表
現
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
「
資
本
主
義
的
な

生
産
技
術
」
の
特
質
が
、
「
予
想
と
価
格
に
対
す
る
影
響
」
を
通
じ
て
、
「
長
期
の
循
環
的
運
動
を
惹
起
す
る
」
。
そ
れ
だ
か
ら
た
し
か
に
、

プ
ブ
タ
リ
ヨ
シ
の
景
気
変
動
論
に
対
す
る

T
-
w
-
ハ
チ
ソ
シ
の
‘
「
本
質
的
に
は
、
心
理
学
的
理
論
も
し
く
は
『
誤
謬
」
説
で
あ
る
」
と

い
う
批
判
は
、
京
子
の
妥
当
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
論
全
体
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
き
、

ζ

の
よ
う
な
企
業
者
の
心
理
的

「
誤
謬
」
の
客
観
的
な
経
済
的
背
景
と
し
て
、
「
固
定
資
本
の
生
産
の
た
め
に
多
く
の
時
聞
を
必
要
と
す
る
」
v

資
本
主
義
的
な
生
産
技
術

ま
ず
、

の
特
質
に
対
す
る
明
確
な
認
識
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
所
得
の
分
配
関
係
の
一
変
化
や
信
用
の
動
揺
は
、
乙
の
基

本
的
な
動
闘
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
景
気
変
動
の
期
間
や
強
度
に
対
し
て
影
響
を
与
え
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

ζ

う
し
て
ア
ア
タ
リ

ヨ
シ
の
場
合
、
企
業
者
の
予
想
を
通
じ
て
進
行
す
る
好
景
気
の
持
続
を
支
え
る
も
の
は
、
結
局
、
生
産
過
程
の
畏
期
化
で
あ
る
。
だ
が
し

か
し
、
迂
固
化
に
よ
っ
て
延
期
さ
れ
た
投
資
財
の
完
成
は
、
遂
に
は
消
費
財
の
実
現
さ
れ
得
な
い
過
剰
な
供
給
を
も
た
ら
し
、
逆
に
好
景

気
の
局
閣
を
不
景
気
に
転
換
す
る
。
だ
か
ら
好
景
気
の
終
了
は
、
数
多
く
の
過
剰
投
資
説
が
主
張
す
る
よ
う
に
資
本
不
足
に
よ
る
も
の
で

は

な

く

て

、

基

本

的

に

は

投

資

財

の

生

産

能

力

の

絶

対

的

な

過

剰

に

よ

る

も

の

で

あ

る

。

町

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
景
気
の
転
換
点
を
明
瞭
に
「
過
剰
生
産
恐
慌
」
と
し
て
意
識
す
る
、

M
・
プ
ヲ
ニ
ア
ジ
ア
ジ
の
景
気
変
動
論
に

対
し
て
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
結
論
を
若
矛
先
廻
り
し
て
い
う
な
ら
ば
、
そ
乙
に
は
、
景
気
の
転
換
点
の
解
明
に
関

す
る
「
加
速
度
原
理
」
の
ほ
ぼ
完
全
な
論
理
構
造
を
み
る
乙
と
が
で
き
る
と
私
は
思
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
プ
ク
ニ

7ν
ァ
ン
は
、
周

期
的
な
恐
慌
を
伴
な
う
経
済
変
動
の
循
環
的
な
過
程
を
「
資
本
蓄
積
の
不
可
避
的
な
結
果
で
あ
る
」
と
断
定
す
る
。
乙
の
場
合
「
資
本
蓄

積
」
と
い
う
の
は
、
好
襲
気
の
局
面
に
お
い
て
、
企
業
者
の
「
蓄
積
の
情
熱
」
に
誘
発
さ
れ
た
投
資
需
要
が
加
速
度
的
に
波
及
し
て
ゆ
く
、

い
わ
ゆ
る
「
資
本
化
」
の
過
程
で
あ
る
。
そ
し
て
、

て
い
る
u

プ
ヲ
ニ
ァ

ν
ア
ジ
は

乙
の
資
本
化
は
同
時
に
資
本
財
の
増
加
と
従
っ
て
そ
の
生
産
力
の
増
大
と
を
意
味
し

こ
乙
で
、
資
本
化
の
過
程
が
「
社
会
的
需
要
の
成
長
の
必
要
を
超
過
す
る
生
産
手
段
の
供
向
」
を
も
た

経
済
学
研
究
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ら
す
「
過
大
資
本
化

0
4
2
2立
宮
田
町
白
色
。
ロ
」
に
至
る
事
態
を
、
価
格
変
動
の
機
構
に
よ
っ
て
説
明
す
る
@
そ
れ
は
、
投
資
財
の
価
格
騰

賓
が
利
潤
を
そ
こ
に
発
生
せ
し
め
、
購
買
力
の
集
中
を
集
積
し
て
さ
ら
に
価
格
騰
貴
を
惹
き
起
す
と
い
う
価
格
の
累
積
的
過
程
の
論
証
で

あ
む
り
し
か
し
こ
の
よ
う
な
推
論
か
ら
、
購
買
力
の
投
資
財
投
資
へ
の
集
中
に
よ
っ
て
生
ず
る
大
衆
の
消
費
の
減
退
を
、
直
ち
に
景
気
の

転
換
点
の
解
明
に
結
び
つ
け
る
の
札
で
そ
の
景
気
変
動
論
の
理
論
構
造
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
決
し
て
基
本
的
論
理
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
プ
ヲ
ニ
ァ

ν
ァ
シ
は
、
好
景
気
の
局
面
を
通
じ
て
拡
張
す
る
経
済
活
動
が
、
利
潤
・
賃
銀
な
ど
、
所
得
の
増
大
に
よ
っ
て
社

会
的
消
費
を
増
加
せ
し
め
る
関
係
を
充
分
考
慮
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
資
本
蓄
積
の
過
程
が
好
景
気
の
継
続
を
保
証
し
、
し

か
も
新
し
い
資
本
設
備
の
完
成
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
消
費
財
の
増
加
も
、
社
会
的
消
費
の
増
大
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
て
ゆ
く
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
新
し
い
需
要
を
超
過
し
初
め
る
」
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
と
で
は
明
ら

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遂
に
は
「
生
産
の
成
長
が
、

か
に
、
投
資
需
要
の
浪
及
過
程
か
ら
結
果
す
る
生
産
能
力
の
増
加
を
、

い
わ
ゆ
る
所
得
効
果
と
の
対
比
に
お
い
て
市
場
実
現
の
問
題
と
し

一-34 --

て
提
出
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「
加
速
度
原
理
」
の
第
一
の
グ
ル
ー
プ
を
一
応
考
察
し
終
る
と
き
、
・
景
気
変
動
論
に
対
し
て
「
加
速
度
原
理
」
が
最
初

に
提
起
し
た
問
題
性
は
、
景
気
の
転
換
点
の
解
明
に
か
か
わ
る
極
め
て
新
鮮
な
も
の
で
あ
っ
た
乙
と
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

次
の
議
論
は
、
こ
う
し
た
景
気
の
転
換
点
理
論
と
し
て
の

な
ぜ
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
に
、
そ
の
焦
点
が
絞
ら
れ
る
。

「
加
速
度
原
理
」
が
、

い
わ
ば
そ
の
本
来
の
問
題
領
域
を
景
気
変
動
論
の
中
に
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「
価
値
の
法
則
」
と
は
、
生
産
財
の
価
格
は
、
そ
の
生
産
財
が
得
た
利
潤
を
、
利
子
率
で
資
本
還
元
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
当
然
に
消
費
財
価
格
の
鴎
貴
に
よ
る
利
潤
の
増
加
が
、
生
産
財
価
格
の
激
し
い
騰
貴
を
惹
起
す
る
。

Q
Z
T
喝事・

hψ
ゐ・)

同

σ日島
-
h

唱・

A
F
@
申・
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問
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回
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岨
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、
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近
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史
』
、
一
九
五

一
一
年
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下
巻
、
一
四
五
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krpEuw出ロロ
UOMM・自主・・同
Y
H町田・

プ
ウ
ニ
ア
シ
ア
ン
の
経
済
恐
慌
に
対
す
る
分
類
は
、
錯
綜
し
て
い
る
が
、
「
過
剰
生
産
恐
慌
」
と
投
機
的
恐
慌
と
を
含
む
「
資
本
恐
慌
」
を
、
そ
の
典
型
と
し

て
、
い
わ
ゆ
る
「
販
路
恐
慌
」
と
区
別
し
て
い
る
点
は
、
注
目
に
価
す
る
。
門
出
・
切
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山
司
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・
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Hep
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a
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-a-
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同

E
P
U
司
・
ミ
・

同
く
わ
し
い
展
開
は
、

kr
目・

9
・

g・
5白
l
印
・
与
の
る
。

帥
例
え
ば
、
波
多
野
鼎
、
「
メ
ン
ト
l
ル
・
ブ

i
-
一
ア
シ
ア
ン
の
恐
慌
埋
論
」
、
『
景
気
及
び
恐
慌
学
説
批
剃
』
、

で
あ
る
。

冨
・
切

O白
白
山
由
民
。
ロ
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a
F
M
M・
叶
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。司

一
九
四
八
年
、
コ
三
頁
。
が
そ
の
ひ
と
つ

U6l 

3 

需
要
波
及
の
説
明
原
理

「
加
速
度
原
理
」
が
そ
の
問
題
領
域
の
最
初
の
変
質
過
程
を
経
験
す
る
に
さ
い
し
て
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
景

気
変
動
論

ω分
野
に
周
知
の
よ
う
に
過
剰
投
資
説
と
過
少
消
費
説
と
の
対
立
が
、
学
説
史
的
遺
産
と
し
て
既
に
存
在
し
て
い
た
乙
と
で
あ

終
済
学
研
究

四



加
速
度
原
理
と
景
気
変
動
論

柴
田

マ
ル
ナ
ス
の
一
般
的
過
剰
生
産
恐
慌
論
と
の
、

い
わ
ば
古
典
的
論
争
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
景
気
変
動
論
に
と
っ
て
は
伝
統
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
例
え
ば
、
再

生
産
表
式
を
め
ぐ
る
ツ
ガ
シ
と
カ
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
一
連
の
論
争
の
な
か
に
も
、

る
。
乙
の
対
立
は
‘
リ
カ
ー
ド

セ
イ
の
部
分
的
過
剰
生
産
恐
慌
論
と

ν
ス
モ
シ
デ
イ
、

こ
の
よ
う
な
対
立
の
ひ
と
つ
の
系
譜
を
明
ら
か
に
み
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
推
論
の
中
心
は
、
景
気
の
転
換
点
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
明
確
な
説
明
原
理
を
保
有

す
る
過
剰
投
資
説
と
過
少
消
費
説
と
の
対
立
に
直
面
し
て

「
加
速
度
原
理
」

が
そ
の
本
来
の
問
題
領
域
を
ど
の
よ
う
に
し
て
変
客
し
て

い
っ
た
か
を
追
跡
す
る
乙
と
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
加
速
度
原
理
」
の
第
二
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
景
気
変
動
論
の
中
で
、

ま
ず
W
・
c-ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、

投
資
財
の
価

格
変
動
が
消
費
財
の
そ
れ
よ
り
も
激
し
い
と
い
う
統
計
的
事
実
に
対
し
て
、
投
資
財
生
産
が
消
費
財
生
産
に
先
行
す
る
と
い
う
解
釈
を
下

し
、
景
気
変
動
の
起
動
性
が
投
資
財
生
産
に
あ
る
乙
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
場
合
、
景
気
変
動
の
起
動
性
が
投
資
財
生
産
に
あ
る
か
消
費

け財
れ生
ば産
なに
らあ
なる

いτカミ
~の
議
論
は

ま
さ
に
過
剰
投
資
説
と
過
少
消
費
説
と
の
対
立
を
め
ぐ
る
論
争
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
と
を
想
起
し
な

そ
し
て
一
方
、

J
・M
・
ク
ラ
l
ク
は
そ
の
「
動
的
需
要
の
法
則
」
の
定
式
化
に
あ
た
っ
て
、
「
中
間
生
産
物
」
と
し

て
の
投
資
財
に
対
す
る
需
要
は
、
「
最
終
生
産
物
」
と
し
て
の
消
費
財
需
要
か
ら
派
生
す
る
乙
と
を
、
し
か
も
、
そ
れ
が
消
費
需
要
の
絶
対

に
依
存
す
る
乙
と
を
強
調
し
勺
乙
れ
ら
は
明
ら
か
に
、
過
剰
投
資
説
と
は
逆
に
、
景
気
変
動
に
お
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額
で
は
な
く
て
、
「
需
要
の
加
速
度
」

け
る
消
費
財
生
産
の
起
動
性
を
主
張
す
る
過
少
消
費
説
の
立
場
か
ら
の

ひ
と
つ
の
反
論
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ

ク
ラ

ー
ク
は
、
投
資
財
需
要
の
極
大
点
と
極
小
点
と
は
消
費
財
需
要
の
そ
れ
ら
に
先
行
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
、
た
し
か
に
現
実
の
「
変
動
は
、

そ
れ
自
ら
の
原
因
に
先
立
つ
よ
う
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
附
言
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ハ

I
パ
ラ
1
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
過
少
消
費
説
は
基
本
的
に
は
、
「
循
環
に
関
す
る
理
論
で
あ
る
よ
り
は
、
寧
ろ
恐
慌

及
び
沈
滞
に
関
す
る
理
論
で
あ
る
。
」
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
過
少
消
費
説
ほ
な
に
よ
り
も
ま
ず
、

投
資
誘
因
に
つ
い



て
の
内
在
的
な
説
明
原
理
を
欠
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
消
費
財
需
要
と
投
資
財
需
要
と
の
派
生
的
関
係
を
そ
の
「
技
術
的
必

然
性
」
に
お
い
て
論
説
す
る
ク
ラ

1
ク
の
定
式
化
は
、
過
少
消
費
説
と
「
加
速
度
原
理
」
と
の
体
系
的
結
合
へ
の
端
緒
を
用
意
し
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
乙
の
結
合
が
完
結
し
た
景
気
変
動
の
循
環
過
程
の
説
明
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
消
費
財
需
要
の
周
期
的

な
変
動
に
対
す
る
解
明
が
、
当
然
に
要
請
さ
れ
る
。
消
費
需
要
の
長
期
的
な
趨
勢
的
変
動
に
関
す
る
論
証
は
多
い
制
作
吃
そ
の
循
環
的
な
変

動
に
つ
い
て
は
既
に
、
賃
銀
な
ど
の
所
得
要
悶
の
価
格
変
動
に
対
す
る
時
間
的
遅
れ
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
事
態
を
説
明
す
る
E
・レ

l
デ

ラ
1
の
景
気
変
動
品
川
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
さ
フ
l
ク
も
、
そ
の
後
に
、
「
景
気
循
環
の
上
昇
期
に
お
け
る
国
民
所
得
の
増
大
に
つ
い
て
、

消
費
者
支
出
は
総
所
得
ほ
ど
急
速
に
増
加
し
な
い
」
と
主
張
し
て
、
い
わ
ゆ
る
限
界
消
費
性
向
逓
減
の
法
則
を
景
気
の
好
況
局
面
に
適
用

て
、
そ
の
内
在
的
な
説
明
を
試
み
た
の
が
、

ζ

の
よ
う
な
消
費
需
要
の
周
期
的
変
動
を
、
景
気
の
循
環
過
程
に
お
け
る
所
得
の
分
配
関
係
の
変
化
に
結
び
つ
け

R
-
F
・
ハ
ロ
ツ
ド
の
『
景
気
循
環
島
で
あ
る
。
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し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

現
代
の
景
気
変
動
論
の
理
論
的
発
展
に
対
す
る
ハ
ロ
ツ
ド
の
学
説
史
的
貢
献
を
考
え
る
と
き
、
乗
数
理
論
と
加
速
度
原
理
と
の
結
合
に

つ
い
て
の
先
駆
的
な
意
義
は
た
し
か
に
大
き
い
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
一
二
十
年
代
の
初
め
に
新
し
い
展
開
を
み
せ
た
「
不

完
全
競
争
理
論
」
の
共
通
の
分
析
用
具
と
考
え
ら
れ
る
需
要
の
弾
力
性
の
逓
減
法
剛
襲
、
そ
の
景
気
変
動
論
の
な
か
に
積
極
的
に
導
入
し

た
と
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
需
要
の
捕
力
性
の
単
な
る
逆
数
に
過
ぎ
な
い
独
占
度
が
も
っ
て
独
占
資
本
の
形
成
と
等
置
す
る
こ
と
に
も
、

ま
た
既
に

J
-
ロ
ピ
シ
ソ

γ
が
批
判
し
て
い
る
よ
う

h
v
好
景
気
の
局
面
と
独
占
の
進
行
と
を
産
接
結
び
つ
け
る
こ
と
に
も
問
題
は
・
多
い

が
、
こ
う
し
た
議
論
を
検
討
す
る
乙
と
は
こ
乙
で
の
仕
事
で
は
な
い
。
ハ
ロ
ッ
ド
の
推
論
に
よ
れ
ば
、
好
況
局
面
の
展
開
と
と
も
に
次
第

に
逓
減
し
て
ゆ
く
需
要
の
弾
力
性
は
、
「
収
穫
逓
減
の
法
則
」
と
相
ま
っ
て
、
結
局
、
所
得
の
利
潤
へ
の
移
転
を
通
じ
て
消
費
の
社
会
的
需

ζ

の
消
費
需
要
の
減
少
は
、
加
速
度
原
理
の
負
の
誘
発
作
用
に
よ
っ
て
、
投
資
需
要
を
急

要
の
減
少
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

激
に
減
退
せ
し
め
、
好
況
局
面
を
不
況
の
局
耐
へ
と
転
換
す
る
の
で
あ
右
。
こ
の
よ
う
に
、

ハ
ロ
ッ
ド
の
「
景
気
循
環
論
』
は
、
加
速
度

経
済
学
研
究

四



加
速
度
原
理
と
景
気
変
動
論

柴
田

原
却
を
過
少
消
費
説
の
枠
内
で
景
気
変
動
論
K
体
系
的
に
導
入
し
た
優
れ
た
範
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

同
時
に
乙
乙
で
、
本
来
景
気
の
転
換
点
の
解
明
と
い
う
問
題
を
も
っ
た
「
加
速
度
原
理
」
が
'
需
要
波
及
の
一
般
的
な

だ
が
し
か
し
、

説
明
原
躍
に
変
質
し
て
ゆ
く
可
能
性
を
予
見
し
な
げ
引
い
は
ば
り
ば
い
u

は
ぜ
な
り
、
極
め
て
概
括
的
に
い
う
な
ら
ば
、
景
気
の
転
換
点

を
生
産
部
門
聞
の
不
比
例
的
な
発
展
が
生
産
要
因
の
完
全
雇
用
限
界
に
お
い
て
発
現
す
る
と
乙
ろ
に
認
め
る
過
剰
投
資
説
に
あ
っ
て
は
、

も
は
や
過
少
消
費
説
に
お
け
る
よ
う
な
消
費
需
要
と
投
資
需
要
と
の
誘
発
的
な
関
係
は
問
題
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ハ

l
パ
ラ
l
の
適

切
な
言
葉
を
か
り
る
な
ら
ば
、
「
加
速
度
原
理
は
、
先
行
段
階
に
関
係
し
て
い
る
消
費
財
に
妥
当
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
夫
々
の
先
行
生
産

段
階
に
関
し
て
あ
ら
ゆ
る
中
間
財
に
も
妥
当
す
る
。
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

関
係
を
強
調
す
る
派
生
需
要
の
原
理
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、

消
費
需
要
と
投
資
需
要
と
の
誘
発
的
な

F
・A
・
ハ
イ
エ
ク
の
リ
カ
l
ド
効
果
に
よ
る
周
知
の
批
判
を
持
ち
出
す
ζ

と
は
適
切
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
資
本
財
に
対
す
る
需
要
は
、
消
費
財
に
対
す
る
需
要
と
正
反
対
の
方
向
に
変
佑
す
る
。
」
と
い
う
ハ
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た
だ
と
乙
で
、

イ
エ
ク
の
基
本
的
命
題
は
、
そ
の
理
論
構
造
の
前
提
で
あ
る
生
産
資
源
の
完
全
雇
用
限
界
を
考
え
る
な
ら
ば
、
一
般
的
に
成
立
す
る
か
ら

で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
完
全
雇
用
を
推
論
の
出
発
点
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
イ
エ
ク
の
過
剰
投
資
説
は
、
景
気
変
動
の
循
環
過
程

も
を
迂
回
生
産
婦
問
の
長
期
化
と
そ
の
規
期
化
の
交
替
運
動
と
し
て
把
握
す
る
乙
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
に

こ
の
よ
う
に
し
て
過
剰
投
資
説
の
枠
内
に
吸
収
さ
れ
た
加
速
度
原
躍
は
、
景
気
変
動
に
お
け
る
投
資
財
需
要
の
波
及
過
程
の
激
成
化
を

説
明
す
る
も
の
と
し
て
の
役
割
を
附
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
Q

例
え
ば
、
典
型
的
な
過
剰
投
資
説
と
考
え
ら
れ
る

A
-
V
ユ
ピ
l
ト
ホ
ブ

の
最
気
変
動
論
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
、
固
定
資
本
設
備
な
ど
の
「
収
益
財
」
と
原
料
な
ど
の
「
間
接
消
費
財
」
と
の
相
互
循
環
的
な
投

資
需
要
の
波
及
関
係
の
重
視
心
ぞ
と
の
よ
う
な
「
加
速
度
原
理
」
の
具
体
的
内
容
を
み
る
乙
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
「
加
速
度
原
理
」

が
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
結
局
、
有
効
需
要
の
波
及
過
程
に
関
す
る
説
明
原
理
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
然
そ
の
一

般
的
性
格
に
対
す
る
多
く
の
批
判
と
修
正
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、

D
-
H
・
ロ
パ
ー
ト
ソ
シ
の
、
多
量
の
固
定
資
本
を
必
要
と



す
る
産
業
に
と
っ
て
は
、
「
現
実
の
需
要
」
が
必
ず
し
も
「
保
証
し
得
る
需
要
」
で
は
な
く
資
本
設
備
に
対
す
る
需
要
を
誘
発
し
な
い
、
と

い
う
批
判
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
、

A
・
c-ピ
グ
ー
の
よ
う
に
、
単
に
生
産
技
術
の
縦
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
さ
ら
に
補
完
、
代

用
な
ど
の
横
の
関
係
を
も
考
慮
し
て
、
投
資
の
実
物
的
な
波
及
過
程
を
弾
力
性
分
析
に
よ
っ
て
解
明
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
も
、

容
易
に
予
想
さ
れ
る
議
論
で
あ
ろ
う
。

本
来
、
景
気
の
転
換
点
の
解
明
と
い
う
問
題
領
域
を
提
起
し
た
「
加
速
度
原
理
」
が
、
需
要
波
及
の
一
般
的
な
説
明
原
理
へ
と
変
質
し

た
の
は
、
乙
む
よ
う
に
、
景
気
変
動
論
に
お
け
る
学
説
史
的
対
立
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
逆
に
い
う
な
ら
ば
、

過
少
消
費
説
と
過
剰
投
資
説
と
は
、
需
要
波
及
の
説
明
原
理
と
し
て
の
「
加
速
度
原
理
」
を
導
入
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
景
気
変
動
論
と

し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
的
性
格
を
全
く
変
え
る
乙
と
な
く
、

そ
の
理
論
構
造
を
精
密
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
る
。

包}

景
気
変
動
論
に
お
け
る
乙
の
対
立
的
な
関
係
を
、
簡
潔
に
整
理
し
て
い
る
も
の
に
、
例
え
ば
、
波
多
野
鼎
、
『
景
気
変
動
論
同

以
下
が
あ
る
@

こ
れ
ら
の
論
争
は
、
岡
稔
、
「
再
生
産
諭
を
め
ヤ
る
論
争
史
」
、
『
資
本
論
の
解
明
』
、
第
三
分
冊
、
一
九
五
一
一
年
、
一
一
六
頁
以
下
に
よ
っ
て
適
礁
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

4
『
・
。
・
冨

g
v
m
L
r
p
a遺
骨
閣
の
母
国

hs・
C
一回目

S
H
a
q
e同
。
曲
目
白
。

S
E
E
S
-
S
5・
ap

景
気
変
動
の
起
動
性
を
め
ヤ
る
議
論
の
研
究
史
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
青
山
秀
夫
、
「
景
気
循
環
過
程
に
お
け
る
資
本
財
産
業
と
消
費
財
産
業
」
、
『
経

済
変
動
理
論
の
研
究
同
第
二
巻
、
一
九
五
O
年
、
一
一
五
賞
以
下
が
適
切
で
あ
る
。

朋
』
・
旨
・
白
書
由
岡
山
内

vva伊・。。ロ
2
g晶
冨
局
面
白
乱
含
宮
雷
同
$
乱
首
e
g
q
M言
明
白
司
君
巴
『
帥
『
・
唱
-
N
ち・

刷

H
E
P
-
M
M
-
M
E
・

仰
の
・
同
ち
S
Z
2
。匂・
0即
時

J
問

F

ロ
也
・
桑
原
訳
、
二
ハ
0.真。

倒
乙
の
点
を
明
確
に
抱
摘
し
て
い
る
も
の
に
、
巧

-gzfz国
自
立

a
g
E
F
S弓
g
a
E園
田
ロ
露
。
句

OE---zhp喜
さ
弐
忌
喜
善
a

国
道
芸
堤
慰
霊
骨
遺
言

-a-
同・

ω・
国
民
p
w宏
司
同
S
F
H
E
P
噂

-g-
都
留
軍
人
訳
、
『
現
代
経
済
学
の
展
望
理
論
篇
I
』
、
一
九
五
一
年
、
一
一
九

頁
が
あ
る
@

一
九
五
三
年
、
五
七
頁
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加
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田

)
 
0
3
 
(
 

中
村
金
治
訳
、
『
資
本
主
義

例
え
ば
、

MV・
旨

-md『由曲目『
.u
同J
宮
司
君
司
這
《
。
a一回忌
HRH害
時
匂
由

ghDも
遺
品

a
-
F
S
E
n
-
M
E
a
-
s
p
匂
・
昆
0
・

発
展
の
理
論
』
、
一
九
五
一
年
、
一
一
四
七
頁
が
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

回

-
v
a
S
2
u
-
M門
g
h
g
E
S
-
S
S仏
民
主
岨
曲
目
。

E
E
z
g
宏
司

m
O
N
E
-
o
w
o
g
E
P
H
S印・

m
m
-
S
R
田
中
精
一
一
訳
、
『
景
気
変
動
と
恐
慌
』
、

一
九
二
九
年
、
八
六
頁
以
下
。

旬
・
冨
・
。
ぎ

whhwHES吾
、
s
s
z
雷
雲
a
g
a
♀
ne・
Z
2
5
F
H
S
F
M
M・叶∞・

別
・
司
・
出
品

W30晶
U凶
1

宮
司
喧
盲
目
舎
の
前
五
四

u
p回
国
由
曲
目
予
阿
b
ロ晶

o
p
S
一
8・
宮
崎
義
一
・
浅
野
栄
一
訳
、
『
景
気
循
現
論
』
、
一
九
五

O
年。

「
不
完
全
競
争
理
論
」
の
展
開
に
お
け
る
弾
力
性
の
逓
減
し
て
ゆ
く
需
要
曲
線
の
導
入
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
柴
山
幸
治
・
末
永
隆
甫
・
吉
田
義
三
、

「
近
代
経
済
学
に
お
け
る
独
占
理
論
」
、
経
済
学
新
大
系

E
『
独
占
』
、
一
九
五
=
年
、
一
五
三
頁
以
下
が
く
わ
し
い
。

ハ
ロ
ソ
ド
法
、
『
景
気
循
環
論
』
の
序
文
に
お
い
て
、
そ
の
「
構
想
の
主
要
な
源
泉
」
と
し
て
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
(
加
速
度
原
理
)
、
乗
数
理

論
、
不
完
全
競
争
理
論
を
明
示
し
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
ラ
!
?
の
「
独
占
度
」
己
関
す
る
定
式
号
、
?
作
同
H
l
笠
岡
で
ゐ
る
。

Q
-
C
E
R
a
-
F
o
g
s
z

t

t

w

M

M

一
匂

。
同
旨

o
p
o
E『
s
a
答
申
属
。

g
ロ
2
8
8甘
え
鼠

S
8
0
q
習
場
面
司
・

3
H
U骨
密

S
A可
凶
紅
白

s
s
e
怠曲、

&
E
-
p
s
s
s・

旬
-
何
日
立
回
国
富
山

E
4芯
喝
品
宮
崎
冨
品
。
。

3
-
0
.
S
8・
同
8
5
3
a町
、
由
民
1
3
S
F
O昂
P
E
g
-
。
G
F
g
a
z
p
z曲目
E
F
-
S一o
g
u
E宮
F

F
o
E
U
P
S出
・
宮

F
S
同
・
た
だ
し
、
需
要
の
弾
力
性
と
独
占
度
と
の
関
連
を
、
ハ
ロ
グ
ド
自
身
は
意
識
的
に
問
題
に
し
て
い
な
い
。

こ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
の
が
、

4
・
4
『
己
申
。
三
国

5
z
a
&諸
き
』
「
諸
白
色
遣
由

a邑
同
町
SMBHロ
ミ
ま
SH・
Z
骨
色

-Mま
M
-
u
a
a
-
H申書
3
・
2
埼・

で
あ
る
。

。
・
国
担
問
】
申
込
晶
司

UOMyaF-
唱
・
∞
∞
・
桑
原
訳
、
一
一
九
頁
。

司

.
P
出E酔喜『吉由岳
WT山平巴圭b冶師宮F恒F.
句?ぎ誼ξ帆

3曲

乗
数
と
し
て
の
資
本
係
数
の
減
少
に
よ
つ
て
、
投
資
需
要
が
減
退
す
る
事
態
を
説
明
す
る
の
が
、
リ
カ

l
F
効
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
消
費
財
価
格
の

騰
貴
に
よ
る
実
質
賃
銀
の
下
落
を
通
じ
て
作
用
す
る
リ
カ

1
ド
効
果
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
議
論
が
多
い
。

倒

-
E
p
h
一司

-KF・
岡
崎
O
W
七
百

MOMV20
・吋

F
8
3
色
。
品
目
骨
相
手

F
O
E
S
-
邑
E-
唱
-AS・
一
谷
藤
一
郎
訳
、
『
資
本
の
純
粋
理
論
』
、

問
八
頁
。

参
照
、
柴
田
義
人
、
「
貸
幣
的
景
気
硬
論
の
基
本
的
構
造
」
、
北
海
学
国
大
学
『
経
済
論
集
』
、
第
七
号
。

p
m玄
申
p
o向
uhFE---同門広
S
P・-
L
B
岡
田
ロ
舎

Z
2
0号
ロ
ロ
V

品
由
司
容
器
官
4

司同国自由同岡田白町田崎

g
p
A
m
p
c
p

之
訳
、
『
景
気
理
論
』
、
一
九
三
六
年
、
一
ア
也

O
頁
以
下
。

。t 1 
(
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幽蜘

i>ロ
ロ~

~S' 
EE 

ES 
~ ~ 

E雪
町四健

号令、

i [ 
gE 
『

z芝
53 
回吾

zE 
~ j' 

雪E
U 回

邑 H

$g 
巳'匂

ー自
宅3

時

4 

企
業
投
費
の
決
定
理
論

い
わ
ゆ
る
匂

oa'閃
as田
町
内
田
口
の
景
気
変
動
論
の
多
く
は
、
乗
数
拙
論
と
加
速
度
原
理
と
の
結
合
を
そ
の
モ
デ
ル
構
築
の
基
礎
に
す
る

と
と
に
よ
っ
て
、
日
視
的
動
態
分
析
の
新
し
い
展
開
の
ひ
と
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、

乙
こ
で
の
仕
事
は

こ
の
よ
う
な
景
気

変
動
論
の
現
代
的
な
発
展
に
対
す
る
全
面
的
な
リ
マ

1
ク
を
提
供
す
る
乙
と
で
は
な
く
て
、

「
加
速
度
原
理
」

の
い
ま
ひ
と
つ
の
変
質
過

程
を
追
跡
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。

匂

oaa問
。
可
話
回
目

g
の
景
気
変
動
論
の
典
型
と
考
え
ら
れ
て
い
る

R
・F
・
ハ
ロ
ッ
ド
と
ヒ
ッ
ク
ス
の
景
気
変
動
論
に
お
い

て
、
問
題
の
資
本
係
数
あ
る
い
は
加
速
度
係
数
は
、
と
も
に
所
得
分
析
の
巨
視
的
な
タ

l
ム
で
表
現
さ
れ
、
産
出
量
あ
る
い
は
所
得
の
増

と
ζ

ろ
で
、
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加
量
と
必
要
資
本
量
と
の
生
産
技
術
的
な
関
係
ま
た
は
投
資
需
要
誘
発
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

よ
う
な
資
本
係
数
あ
る
い
は
加
速
度
係
数
に
対
す
る
規
定
の
背
後
に
は
、
代
表
的
企
業
者
の
投
資
決
意
に
関
す
る
一
定
の
経
済
的
態
度
が

充
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
ハ
ロ
ッ
ド
が
、
そ
の
『
動
態
経
済
学
序
説
』
に
お
い
て
定
式
化

し
た
企
業
者
の
投
資
活
動
の
型
は
概
め
て
特
殊
な
仮
定
で
あ
る
と
い
う

S
・
ア
レ
キ
サ
シ
ダ

l
の
批
判

r承
認
し
て
、
代
表
的
企
業
者
の

投
資
決
定
に
つ
い
て
よ
り
一
般
的
な
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
事
態
は
、
v

こ
の
こ
と
を
明
白
に
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

ヒ
ッ
ク
ス
は
、

ζ

の
よ
う
な
企
業
者
の
投
資
決
意
に
基
づ
く
加
速
度
原
理
の
投
資
誘
発
効
果
の
変
化
を
、
景
気
変
動
の
各
局
面
に
お
け
る

経
済
的
条
件
に
照
応
さ
せ
て
説
明
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
、
好
景
気
の
局
面
に
お
い
て
は
、
誘
発
投
資
は
加
速
度
係
数
に
し
た
が
っ
て
所
得
増

加
と
比
例
的
に
増
大
す
る
が
、
「
上
昇
限
界
線
」
と
し
て
設
定
さ
れ
た
生
庵
資
源
の
完
全
雇
用
限
界
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
加
速
度
効
果

ζ 

の

経
済
学
研
究

四
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動
論

柴
田

の
正
の
作
用
が
停
止
す
る
。
そ
し
て
、
不
景
気
の
局
部
に
お
い
て
は
、
負
の
投
資
は
生
産
技
術
的
に
減
価
償
却
部
分
を
超
え
る
乙
と
が
で

き
な
い
の
で
、
投
資
誘
発
の
作
用
は
好
景
気
と
は
全
く
非
対
称
的
と
な
り
、
不
況
の
底
に
至
っ
て
停
止
す
る
。
乙
の
よ
う
に
、
ヒ
ッ
ク
ス

は
、
結
局
、
異
な
っ
た
い
く
つ
か
の
線
型
の
投
資
閣
数
を
つ
な
い
で
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
)
景
気
変
動
の
循
環
過
程
の
全
局
面
を
描
写
す

る
乙
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
推
論
の
方
向
を
さ
ら
に
押
進
め
て
、

R
・
グ
ッ
ド
ヲ
イ
シ
は
、
現
実
の
資
本
設
備
量
と

技
術
的
に
要
求
さ
れ
る
資
本
設
備
量
と
の
差
に
依
存
し
て
変
佑
す
る
「
仲
縮
的
な
加
速
度
係
数
」
に
よ
っ
て
、
非
線
裂
の
景
気
変
動
モ
デ

ル
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、
吉
田
守
関
再
建
ロ

o
a
g一
の
景
気
変
動
論
に
お
い
て
主
要
な
分
析
用
具
と
し
て
の
資
格
を
得
た
加
速
度
原
理
は
、
な
に
よ

り
も
ま
ず
、
投
資
活
動
に
関
す
る
企
業
者
の
決
意
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、

そ
の
定
式
化
が
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
ζ

と
を
、

と
と
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、

ま
た
加
速
度
原
理
が
、
企
業
投
資
の
決
定
理
論
と
し
て
の
一
般
的
妥
当
性
を
追
求
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
も
、
板
め
て
当
然
な
乙
と
な
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
な
加
速
度
原
理
に
対
す
る
数
多
く
の
批
判
は
、
す
べ
て
乙
乙
に
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そ
の
議
論
の
出
発
点
を
も
っ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

加
速
度
原
理
に
対
す
る
批
判
は
、
次
の
四
つ
の
問
題
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
第
一
は
、
加
速
度
効
果
の
作
用
領
域
の
限
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

ハ
イ
エ
ク
の
加
速
度
原
理
に
対

す
る
批
判
は
、
結
局
.
生
産
資
源
の
完
全
雇
用
限
界
に
お
け
る
加
速
度
効
果
の
停
止
を
問
題
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
逆
に
、
不

況
の
底
に
お
い
て
は
、

A
・D
-
ノ
ッ
ク
ス
が
明
確
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
資
本
設
備
の
過
剰
能
力
が
存
在
す
る
た
め
に
、
所
得
増
加
が
直

ち
に
投
資
需
要
の
増
加
を
誘
発
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
結
局
、
L

加
速
度
原
理
の
適
用
の
有
効
性
は
、
過
剰
生
産
能
力
が
残
存
し

p
h

、‘、

』
ヲ

h
-
L
V

し
か
も
生
産
資
源
が
完
全
雇
用
に
達
し
な
い
範
囲
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
第
二
は
、
企
業
金
融
の
条
件
を
問
題
に
す
る
S
・
c・
テ
ヤ
シ
の
議
論
で
あ
る
。
ま
ず
、

そ
の
批
判
は
、
個
別
的
企
業
に
対
す
る
資



本
供
給
が
無
限
に
弾
力
的
で
あ
る
と
い
う
暗
黙
の
仮
定
が
、
加
速
度
原
理
の
背
後
に
伏
在
す
る
点
を
指
摘
す
る
。

M
・
カ
レ
ッ
キ
1
も
、
こ

の
よ
う
な
想
定
を
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
デ
モ
ク
ラ
ν
I
の
状
態
」
u

と
し
て
批
判
す
る
が
、
た
し
か
に
企
業
の
資
金
借
入
能
力
は
現
実
に
は
・
無
限

大
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
資
本
の
供
給
と
い
う
企
業
金
融
上
の
条
件
を
投
資
規
模
の
決
定
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
従
来

よ
り
具
体
的
な
定
式
化
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

の
極
め
て
単
純
な
加
速
度
原
理
は
、

そ
の
第
三
は
、

R
・
s
・
エ
ツ
カ
ク
ス
の
強
調
す
る
企
業
者
の
期
待
要
閣
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
有
効
需
要
の
増
加
に
当
面
し
て
、
企

業
者
が
そ
の
増
加
の
永
続
性
を
確
信
し
な
い
場
合
、
現
存
の
資
本
設
備
を
過
度
に
利
用
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
供
給
を
一
時
的
に
適
応
さ
せ

る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
だ
か
ら
、
景
気
変
動
の
全
局
面
に
わ
た
っ
て
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
、
予
想
の
弾
力
性
を
1
と
仮
定
す
る
乙
と
は
、

そ

の

理

論

の

一

般

的

妥

当

性

を

失

う

こ

と

に

な

る

。

ヒ

ッ

ク

ス

の

投

資

函

数

に

予

エ
ッ
カ
ヲ
ス
は

こ
の
よ
う
な
推
論
の
上
に
立
っ
て

そ
の
第
四
は
、
い
わ
ゆ
る
「
利
潤
原
理
」
な
い
し
は
「
レ
ベ
ル
斑
論
」
の
立
場
か
ら
展
開
す
る
、

判
で
あ
る
。
乙
れ
ら
は
、
そ
の
投
資
函
数
の
構
成
に
さ
い
し
て
、
独
立
変
数
と
し
て
企
業
利
潤
あ
る
い
は
所
得
水
準
を
導
入
し
、
加
速
度

原
理
と
は
全
く
別
個
の
、
企
業
投
資
に
関
す
る
定
式
化
を
企
関
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
レ
ツ
キ
I
や

N
・
カ
ル
ド
ア
の
批

- 43ー

想
係
数
を
導
入
し
て
、
加
速
度
原
理
に
現
実
性
を
附
け
加
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
「
加
速
度
原
理
」
を
企
業
投
資
の
決
定
理
論
と
し
て
問
題
に
す
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
ら
の
批
判
は
、
企
業
者
の
投
資
決
意
が
実

際
に
、
需
要
・
費
用
・
利
潤
・
資
本
・
期
待
な
ど
の
数
多
く
の
経
済
的
安
協
に
依
存
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
全
く
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
だ
か
ら
、
同
時
に
い
ろ
い
ろ
な
形
の
投
資
関
数
を
設
定
す
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
多
く
の
構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
と
と
に

よ
っ
て
そ
の
欠
点
を
補
整
し
、
ひ
と
つ
の
投
資
関
数
に
再
構
成
す
る
と
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
限
り
な
い
錯
綜
さ
を
モ

デ
ル
の
な
か
に
導
入
す
る
」
結
果
に
終
る
恐
れ
が
あ
り
、
と
う
し
た
乙
と
は
企
業
投
資
の
一
般
理
論
と
い
う
一
景
気
変
動
論
と
は
別
個
の

理
論
分
野
に
属
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
い
か
に
綬
'
多
く
の
係
数
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
係
数
の
値
の
変
化
を
規
定

経
済
学
研
究

四



加
速
度
原
理
と
最
気
変
動
論

す
る
も
の
は
、
結
局
、
景
気
循
環
の
各
局
面
に
お
け
る
具
体
的
な
経
済
条
件
で
あ
り
、
問
題
の
本
質
的
解
明
を
約
束
し
な
い
乙
と
を
自
覚

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
加
速
度
原
理
や
利
潤
原
理
を
包
括
す
る
一
般
的
な
投
資
行
動
の
理
論
を
求
め
た
T
・
ヲ
イ
ル
ソ
シ
が
、

「
莫
大
な
総
計
量
が
構
成
さ
れ
て
い
る
財
の
種
類
と
こ
れ
ら
の
財
を
生
産
す
る
た
め
の
現
存
資
本
の
適
合
札
可
を
強
調
し
、
概
め
て
抽
象

的
な
規
定
に
終
っ
た
の
も
当
然
の
乙
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
「
加
速
度
原
理
」
は
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
の
景
気

柴
問

変
動
論
の
問
題
領
域
を
離
れ
て
、
企
業
投
資
の
決
定
理
論
と
し
て
議
論
が
展
開
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

)
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乙
の
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
た
「
加
速
度
原
理
」
の
変
質
過
程
を

こ
の
よ
う
に
し
て
景
気
変
動
論
と
の
接
触
に
会
い
て
追

跡
し
終
る
と
き
、

は
じ
め
に
確
認
し
た
「
加
速
度
原
理
」
の
本
来
の
問
題
性
の
も
つ
現
代
的
意
義
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
、
最
後
に
残
さ
れ
た

課
題
で
あ
る
。

一
見
飛
躍
的
な
発
展
を
続
け
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
吉
田
仲
'
閃

4
5
a
g
の
景
気
変
動
論
の
展
開
の
あ
と

に
、
景
気
変
動
論
に
と
っ
て
伝
統
的
な
あ
の
過
少
消
費
説
と
過
剰
投
資
説
と
の
対
立
が
、
依
然
未
解
決
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ハ
ロ
ッ
ド
の
『
景
気
循
環
論
』
と
『
動
態
経
済
学
序
説
』
と
の
、
全
く
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
景
気
凌
動
論

と
し
て
の
構
想
上
の
相
違
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
明
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

ハ
ロ
ッ
ド
の
『
景
気
循
環
論
』
は
、
既
に
究
明
し
た
よ
う
に
、
過
少
消
費
説
と
し
て
の
理
論
的
構
造
を
充
分
に
具
備
し
て
い
た
。
し
か

そ
の
た
め
に
は

ま
ず

経
済
学
研
究

四



加
速
度
原
理
と
景
気
変
動
論

柴
田

一
方
の
『
動
態
経
済
学
序
説
』
に
あ
っ
て
は
、
例
え
ば
、
好
景
気
の
局
面
に
お
い
て
資
本
係
数
の
加
速
度
効
果
が
発
散
的
体
系
を
保

証
す
る
よ
う
に
措
定
さ
れ
、
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
資
本
不
足
の
一
方
的
な
累
積
的
過
程
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
令
ぜ
そ
れ
だ
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
好
景
気
の
拡
張
過
程
を
究
極
的
に
限
界
づ
け
る
も
の
は
、
自
然
資
掠
・
人
口
・
生
産
技
術
な
ど
の
物
理
的
な
可
能
性
が

許
容
す
る
自
然
成
長
率
以
外
に
は
存
在
し
な
い
。
乙
乙
に
、
過
剰
投
資
説
を
構
成
す
る
基
本
的
な
論
理
の
い
く
つ
か
を
認
識
す
る
乙
と
が

し

そ
し
て
さ
ら
に
、
「
動
態
経
済
学
序
説
』
に
お
い
て
は
、
『
景
気
循
環
論
』
と
は
異
な
り
、
必
要
資
本
係
数
は
消
費
財

需
要
と
投
資
財
需
要
と
の
誘
発
関
係
で
は
な
く
、
投
資
需
要
を
含
め
た
産
出
量
増
加
と
必
要
資
本
量
と
の
生
産
技
術
的
な
関
係
を
問
題
に

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
が
景
気
変
動
論
と
し
て
の
構
想
上
の
相
違
に
関
連
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
考
察
し
た
よ
う
な
、
需
要
波

及
の
説
明
原
理
と
し
て
の
「
加
速
度
原
理
」
が
、
過
少
消
費
説
と
過
剰
投
資
説
と
に
導
入
さ
れ
た
形
を
想
い
出
す
な
ら
ば
、
産
也
曹
に
理
解

こ
の
よ
う
な
推
察
の
上
に
立
つ
と
き
、

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、

ハ
ロ
ッ
ド
の
景
気
変
動
論
の
基
本
的
構
想
を
数
学
的
定
式
化
に
よ
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っ
て
整
理
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ヒ
ッ
ク
ス
の
『
景
気
循
環
論
』
に
対
す
る
、

F
-
E
・ノ

1
ト
ン
の
、
そ
乙
に
は
新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
全
く

な
く
「
実
質
的
に
は
匂
『
0
・
関
弓
ロ

g
Sロ
で
あ
る
」
と
い
う
断
定
の
も
つ
研
究
史
的
意
味
を
知
る
乙
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
既
に
追
跡
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
「
加
速
度
原
理
」
は
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
有
効
需
要
の
波
及
過
程

の
説
明
原
理
と
し
て
問
題
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
問
題
提
出
が
景
気
変
動
の
循
環
過
程
に
お
け
る
特
定
の
局
面
に
関
連
し
て

記
憶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
極
め
て
一
般
的
に
整
理
す
る
乙
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
景
気
の
回
復
か
ら
好

乙
の
場
合
、

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

景
気
の
開
始
に
至
る
局
面
は

生
産
方
法
の
技
術
的
革
新
に
よ
る
「
資
本
深
化
自
立
宮
ご
凶

g唱
g吉
巴
の
過
程
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ

に
続
く
好
景
気
の
局
面
は
「
資
本
拡
充

g立
富
一
豆

agzm」
の
過
程
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
一
応
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
需

要
波
及
の
説
明
原
理
と
し
て
の
「
加
速
度
原
理
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
資
本
拡
充
の
好
況
局
面
を
背
景
に
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
当
然
そ
乙
で
は
、
加
速
度
係
数
あ
る
い
は
資
本
係
数
の
変
化
や
、
既
存
の
資
本
設
備
の
過
剰
能
力
の
有
無
は
、
全
く
問



題
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
よ
う
に
、
加
速
度
原
理
が
景
気
変
動
の
全
局
面
に
関
連
づ
け
ら
れ
、
そ

の
議
論
の
範
囲
を
拡
大
す
る
と
、
査
業
金
融
の
条
件
と
か
予
想
の
弾
力
性
と
か
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
こ
れ
ま
た
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
の
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
の
問
題
対
象
を
好
景
気
の
局
面
に
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
者
の
投
資
行
動
に

特
定
の
形
を
想
定
す
る
ζ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
は
、
そ
の
ま
ま
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
も
ま
さ
に
妥
当
す
る
。
し
か
も
、
第
二

の
グ
ル
ー
プ
の
明
ら
か
に
し
た
有
効
需
要
の
波
及
過
程
が
必
然
的
に
結
果
す
る
生
産
物
の
増
大
し
た
供
給
能
力
の
市
場
実
現
を
、
い
わ
ゆ

る
所
得
効
果
に
よ
る
消
費
需
要
の
増
加
と
対
比
し
て
問
題
に
し
、
そ
こ
に
明
ら
か
に
、
景
気
の
転
換
点
の
解
明
へ
の
ひ
と
つ
の
通
路
を
残

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
、
「
加
速
度
原
理
」
の
本
来
の
問
題
領
域
は
、
そ
の
推
論
を
景
気
変
動
の
特
定
の
局
面
か
ら
出
発
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
、

は
じ
め
て
設
定
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
る
。

既
に
序
論
に
お
い
て
言
及
し
た
よ
う
に
、
現
代
の
経
済
変
動
論
の
最
大
の
課
題
は
、
景
気
循
環
と
経
済
成
長
と
の
統
一
的
把
握
で
あ
る
。
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今
ま
で
に
提
出
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
、
旬
。
由
マ
問
。
可
ロ
叩
田
町
田
口
の
景
気
変
動
論
の
展
開
に
対
す
る
評
価
も
、
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
論
点
を

め
ぐ
る
検
討
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
カ
ル
ド
ア
の
、
景
気
変
動
に
お
け
る
好
景
気
の
形
態
が
経
済
成
長
の
動
き
を
決
定
す
る
と
い
う
問
題

提
起
は
、
極
め
て
暗
示
に
富
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
景
気
変
動
の
現
存
の
循
環
過
程
が
示
す
経
済
成
長
は
、
過
去
の
景
気
変
動
に
お
け

る
資
本
蓄
積
の
経
済
的
遺
産
と
無
関
係
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
さ
ら
に
、
乙
の
議
論
り
焦
点
を
、
景
気
の
転
換
点
に
移
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
景
気
変
動
論
に
お
け
る
過
少
消
費
説
と
過
剰
投
資
説
と
の
学
説
史
的
対
立
は
、
単
に
ひ
と
つ
の
問
題
に
関
し
て
架
橋
し

難
く
対
立
し
て
い
る
た
め
に
、
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
過
少
消
費
説
は
畏
期
沈
滞
を
分
析
対
象
と
す
る
こ

-
と
に
安
住
し
、

ま
た
一
方
、
過
剰
投
資
説
は
景
気
循
環
に
議
論
の
範
囲
を
限
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
共
存
を
続
け
て
来
た
と
み
る
乙
と
さ
え

で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
景
気
変
動
論
と
し
て
の
過
剰
投
資
説
の
根
本
的
な
欠
陥
は
、
景
気
の
転
換
点
を
経
済
体
系
に
内
在
的
要
因

に
よ
っ
て
説
明
せ
ず
に
、
外
生
的
な
完
全
雇
用
限
界
に
依
存
せ
し
め
る
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
景
気
変
動
論
に
と
っ
て
景
気
の
転
換
点
の

経
済
学
研
究

}四



加
速
度
原
理
と
景
気
変
動
論

柴
田

棄
の
問
題
性
は
、
好
況
を
不
況
へ
と
逆
転
す
る
景
気
の
転
換
点
の
あ
り
方
が
新
し
い
景
気
変
動
を
支
え
る
経
済
成
長
の
条
件
を
規
定
す
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
、
景
気
の
転
換
点
理
論
は
、
ま
さ
に
、
学
説
史
的
対
立
の
解
決
と
、
そ
れ
と
同
時
に
約
束
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
景
気
循
環
と
経
済
成
長
と
の
統
一
的
把
握
の
た
め
に
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

推
論
し
て
乙
乙
に
至
れ
ば
、

「
加
速
度
原
理
」
が
景
気
変
動
論
に
対
し
て
提
起
し
た
景
気
の
転
換
点
の
解
明
を
.
こ
と
あ
ら
た
め
て
再
検

討
す
る
こ
と
の
現
代
的
意
義
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

(1) 

ハ
ロ
V

ド
の
ご
つ
の
著
書
に
お
け
る
景
気
変
動
論
と
し
て
の
構
想
上
の
相
違
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
は
、
早
川
泰
正
、
「
ケ
イ
ン
ズ
と
巨
視
的
動
態
理

論
」
、
『
経
済
学
説
全
集
U
H

一
九
五
五
年
、
ご
七

O
頁
以
下
が
、
極
め
て
適
確
で
あ
る
。

剛0
・
司
・
凶
酔

2
a
u
凶

J
g
a『
号

a
g
s
a
S帆
由
同
自

ESSE-
句
切
・
宮
崎
・
邦
訳
、
一
一
五
頁
以
下
。
周
知
の
附
号
で
表
現
す
る
な
ら
ば
好
況
の
局
面

は、

C
V
C
5
q、
V
ロ
不
況
の
局
面
は
の
〈

cs
。
1
ハ
。
で
あ
る
。

ハ
ロ
ヮ
ド
は
、
現
実
成
長
率

G
と
、
均
衡
成
長
率
仏
と
そ
れ
に
自
然
成
長
率
仏
の
一
二
つ
の
成
長
率
を
用
い
て
、

G
と
仏
と
で
景
気
変
動
を
、
仏

と
円
切
と
で
長
期
的
不
調
和
を
問
題
に
し
て
い
る
。

乙
の
意
味
で
、
加
速
度
効
果
の
強
弱
に
よ
っ
て
の
み
ハ
ロ
V

ド
の
ご
つ
の
著
書
の
相
違
を
特
徴
づ
け
る
、
ハ
ン
パ
ー
ク
の
見
解
は
形
式
的
で
あ
る
。
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